
 

 

 

 

 
 

 2022 年 7 月分貿易概況〔速報〕  

全国の貿易概況〔速報〕 

   2022年7月分の貿易額は、輸出は自動車、鉱物性燃料等が増加し、8兆7,528億円と対前年

同月比19.0％の増加（17ヵ月連続の増加）となった。 

また、輸入は原粗油、石炭等が増加し、10兆1,896億円と対前年同月比47.2％の増加（18

ヵ月連続の増加）となった。 

     その結果、差引額は▲1兆4,368億円と12ヵ月連続の赤字となった。 

   

  長崎税関管内の貿易概況〔速報〕  （資料提供：長崎税関） 

 

 

 

 

 

 

◎長崎税関管内港別貿易額[2022年7月分]                      

※前年同月(期)比１０％以上の増減 があったものは青字（増加）、赤字（減少）で表示（単位:百万円） 

区 分 

輸       出 輸       入 

当月分 前年同月比 累 計 前年同期比 当月分 前年同月比 累 計 前年同期比 

管内合計 62,106 197.7％ 299,122 132.2％ 312,425 2.4 倍 1,647,375 2.2 倍 

長  崎 783 43.6％ 15,955 100.5％ 10,414 5.4 倍 57,606 3.0 倍 

長 崎 空 港 － － － － 79 2.3 倍 744 2.7 倍 

佐 世 保 12,805 2.1 倍 77,804 98.2％ 52,646 6.0 倍 264,842 4.1 倍 

三   池 11,070 119.6％ 58,662 101.9％ 6,670 181.2％ 27,181 117.9％ 

メ－ルプレス 

(No.661）2022.8.18 発行元：日本関税協会 長崎支部 

℡:095-825-0557  Fax:095-825-1748  http://www.kanzei.or.jp/nagasaki/ 

< 輸出：5ヵ月連続のプラス> 

化学製品、二輪自動車類などが減少

したものの、再輸出品、船舶類などが

増加し5ヵ月連続のプラス 

621億06百万円(前年同月比＋97.7％) 

 

< 輸入：16 ヵ月連続のプラス> 

アルミニウム及び同合金、家具など

が減少したものの、鉱物性燃料、穀物

及び同調製品などが増加し 16 ヵ月連

続のプラス 

3,124 億 25 百万円(前年同月比 2.4 倍) 



区 分 

輸    出        輸     入 

当月分 前年同月比 累 計 前年同期比 当月分 前年同月比 累 計 前年同期比 

八 代 1,649 81.4％ 9,598 87.7％ 7,014 128.5％ 40,486 117.8％ 

熊 本 1,426 60.7％ 10,249 79.4％ 791 44.8％ 5,717 64.3％ 

三 角 296 69.4％ 3,362 127.6％ 4,428 114.8％ 22,944 188.4％ 

水 俣 38 84.1％ 440 105.9％ 1,723 153.5％ 11,496 178.4％ 

熊 本 空 港 － － － － － － － － 

鹿 児 島 31,721 4.4 倍 100,285 3.3 倍 202,830 2.3 倍 1,071,254 2.2 倍 

鹿児島空港 12 111.1％ 157 38.4％ 349 全増 3,976 74.3％ 

志 布 志 1,352 90.9％ 16,553 146.2％ 22,618 152.9％ 127,672 144.5％ 

川   内 935 162.2％ 5,804 145.4％ 2,617 164.0％ 11,522 109.7％ 

枕 崎 19 22.4％ 253 105.7％ 245 47.1％ 1,932 101.6％ 

※長崎港には松島港を含む。 ※佐世保港には松浦港及び福島港を含む。※鹿児島港には喜入港を含む。 

為替レート：税関長公示レートの平均値 

２０２２年７月平均：１３６．０５円／ドル  【前年同月（１１０．５５円／ドル）比２３．１％の円安】 

 

   

 


